
 

 

日中はまだ暑さが残りますが、朝夕の風は秋の気配を感じさせるようになり    

ました。美味しい秋の実りももうすぐ。秋の食べ物には冬の風に負けない栄養 

が含まれているので、旬の食べ物を積極的に取り入れていきたいですね。 

嚙む力を育てましょう 

咀嚼（そしゃく）の発達は子どもの歯の生える時期と関係があります。7～8 ヶ月頃

になると軟らかく形のある離乳食を舌の上下運動で押しつぶして食べられるようにな

ります。その時にちょっと硬いなと思うものが入ると、べーと出すことが。そこで吐き

出さないように口の奥に入れてしまうと、噛まずに飲み込んでしまいます。また、スプ

ーンに山盛りに乗せて食べさせると一度に処理できずに、嚙まずに飲み込むことになっ

てしまいます。「嚙まずに飲み込む」原因を作らないように、子どもの食べ方を見なが

ら 1 口量を調整したり、飲み込んだか確認をしましょう。9 ヶ月頃からは舌で奥に運ん

で歯ぐきで潰して嚙むという行為が始まり、1 歳前後になると、前歯が上下とも 4 本ず

つはえてくるので、前歯で噛み切って食べられるようになったり奥歯で噛めるようにな

ります。食べ物を口の中でだ液と混ぜることが少しずつでき、『かみかみしようね』の

働きかけが有効になります。生後 7 ヶ月から 1 歳前後は口の変化も大きい時期です。

一人ひとりの発達に差があるので、口の中をよく見ながら詰め込んで食べないように配

慮しましょう。 

1 歳前後の食事では軟らかくて噛まずに食べられるものや、麺類のように吸って食べる

ものばかり食べていると嚙む力は育ちません。形があるものでも口に入れるとすぐに飲

み込んでしまう場合にはスプーンで 1 口量を与えたら『かみかみしようね』の声掛けだ

けでなく大人が口を動かしてみせるなど真似を通して嚙むことを知らせてみましょう。 
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